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混 酸 の 逐 次 分 析 法

(昭 和 25年 H H 3On 5E4)

無 波 桂 芳

(七井大学帝-=学石火軍学lt基)

講 要

ftmN.Jtの拓哉サ打法t見Ltlナ7tDTJL･3日 でもlK牙t東D次いで経書れtb-て吋か前*三･い
づ^かのtt且'Jlナh法につ1,･て■■軸 足t市-J,モわたすr;とか○て-_JLiAt'=さナろTT哀弔t
tk■lした.そJB的Jt,苛仕ソーTで仝枚方とまめ,衣.･ですfyンety-rt托Tl･弱として牡托IL1

ウ上土L舟hJ<IクJ･TeJ宅する方法f;浅軒良好ともことt見出し た｡

Ⅰ は し が き Jt 温血の4gF脚 定
棚 の分貯法として廿包行われている'6法Iii豊

丘tを水で丑当.こ持釈してから肘 TJt,hクで議定して

皇紛 (lLXOA+H卓017を頼め,mJこLtzLgeの =

ト甘J-8-で柵 (ll.YO】+lLh'Q)の蛍を.文

KMr101によって並附 (H.T(09 の允を求めてこれ

等LT)輔邦からi洲 L攻を見はけ の'Cもろ｡
JJl嘘の出ろ多故の雌 や均欣T._,分析する瑚合に は ニ
トt'ノーターをlJ!LrJLない方池が見fIほれたならばtiEL
羽であろうとAl.bLLろ｡かつて LuTlt;Cが末だこrL.7

ノーT-を鞄yJLTrかつた軌二はiÈ崩Jf加熱して稲横

(a) 柑 甘

i昆憩の解 畑 定は .Tuinh･r及びにoge'tにより
h Tl

許なに研究され,その他C｡rv.lZkr,SavLCh も†7つ
ていろ.

評者はfm 峰駅 を研詑十ろというのではなくた11
迄大分職 をjiH･rTnとすろために3Q推した.その
舐遇を節印に比べろ.

出漁を脚 雌 5iけ ち力班としてはで姓次分析淡に
利FfJLEt衆ちとカLられるカ淡はJRづTルカVでIF･81し

て鮒 分を淡め次に脚力･I柵 .の北を沈泣沈に上IJ
を威喝せしめ,;粥確せざる練を,鮒 として一起血する方 求めろ-))-銑'Cあ,I)｡このTJt･カyとしでは INaOH と

法が甘ら行わLLていたのでもろがこの方法はニトt,I rh(OIl)!との二つb'Jgえら八,肌Jrの叫介にはr岬 】

-クーをL火刑 しないとはいえ今の【柑勺にはあわない｡ 浅鍋 イナシか打m イナンに叶rろ沈洲 をh]丸ろQ)
そこで HtSOl･と llh'08とを迷大約に温故-I~ろ5}折 であJ),捜L̂の齢 にはlfl抑支印加に柵uする-リ.I
法を托死するrl約で先づiRIJtの榔 文献 を調べ,次 ■エイナンが燕小に残っていちからこれ7't比やさせろの
いで柳 生の肘 ヒにLE.じて変色すろ摘77ulf言がして蓮 である｡そこで夫の 6つの})班について派Jaな行つ

紛 肝沈を研究した｡ たE,

｡FhC,:/ /(h.nihho:I,C.I)

/(h逮 l.I.温 一l)

(b) 媒汝方法 もので,芯和には野E3式空証文成おをLがtJした｡

推称蟹の瀬管L'.遜廿の方法に旺ったが.(起用した】 此汝のRfIは千的yfJtでは E(/lOuX'oJと .Ti/]O

- ･̂タウシ11I fはLctd良h-orlhrllpCol罰の tl三SOlとをE3コの刑令に氾令した ものを用い,米英
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段では皿伐LとlTi/1Obl腔にth釈して伏目した｡
灘'IL王統はまづhltLOHを榊 でt流 し.次いで.～'.10H

で H-(0与,tJrSOJ及び JIClを,HCtで Iin(OH)士

及びNaCOJを仮 した｡又沈戦粕EbCl℡.1如(X'OJ三,

1'brKOJf.K_CTOJ呼は-JiJtITV/lO確度に箱書さし.

前三郷王llさOJで.捷一一ニ抑-_Lh(0叫亡で脚 蛸

延に上って払2した｡

(C)葵投銭黙
(り ynOHで鮒 を双める場合

X'aOHで小和して行くと屯Jl鵬 度は_団 lの ぶB

A′如く狂化rろ.このfll和.t't山ほ ′ナJt,ナt･yAfの

変色よ'ほ よくづ軒Tlろ｡}ナJt･十レンゲを指,iT茄とし

て XLLOIlで中和 し, -Xr=lh glq).a)又は Pb
q @ の沖縄を議下して行くとSO一′′カ'全市 lbSOl
又は PbSOlとして輝 する･ltC まで件等卸ミ徐々
に許下し,丸 LでJ.舛する.かくして C.1出て淡めら

れ C J'ほ でに加えtlLh又は Pb炎の出 ;HさOJ

の丑に相当するのであろ｡

'ル叫 t:祖到 ･.b下g

噸 1.(2) 1m(OH)王で急冊分を求めろ叫合)i.a

(OIZ)ZでI岬1する棚倉には光･3'£0/′がすべてIhSOlとして沈むすろ点 :(が淡められるかと

も.RT.われろがこの .T(爪における性別の盃はごく

もづかでもってこれを淡めろことはEIは ない｡ L

ln(Oll)ZでJllや】する秒缶にも:<EIO

llの噂介と同弘 1̂3̂'の如く鮮iL7紛 :射 ヒ'rろ｡ 小和

島 11は 71′-ル7タレYを指示溝とすればgmに
求めらhろから 払点3-で放l(OEり王で小和し,六いで hh占0lG)又It

KZCrO-(むを読下してh イオンをr･JhCO

)又は BnCrOJとして沈瀬せ

しめるとuCDの如く封 ヒして C戊が,求められる｡C点までに加えたy瀬和の故
がHhl0Iの血に相当ナろ.HさOIG)/.

_,7諒下して姫帯の Ⅰ血 イオンを故もさせ C点な淡めよ～とした時

は IiD-のAJJくになって C 瓜を求めることがLu宋なかつ

たが,棚盤少きl旭雅で捷媒する如くE'ダブン丘IノーT水稲硬
を(添加した特にはC瓜を求めろことが糊光た｡

El ,見出の二五滴定(.1) は 訂群立分

析を二田1相 互してiLiRIを迭大約に分析する=A)流速貯法はTe
llc,Lnt1gb_iLnの^法の他,小ろくはI?

L)lTLrIChが又近くは Kまmcnが

PF死している｡i見放の=環流定班としてはIt初
の藷定で鯉 分を淡め二回uのik で Hさ01かmIOJかのいづ

Lしかを1RめitはよいとAF.われろのでfW 資漣,iを行った重
な記方法についてC点でy巴する棉′T=聾

を射1した｡(b) 吏ま統3I三g.ぴに考>.i(I)
lb(0日)rX'由井01営三任この方法が二項講定法とし

て方ともよく知られていろ>)
方法であって Telle.LJlr喰b_Llnカ:行い又Patte

rsonもこれを祉 していろ｡その方法は?A/-ル7gレンを拍′1て茄として RA(OZl亡で中和してからX18三CO
lを榊 に加え,沈軒 T-る EhSOlと Ji

nC03と{_I温別し,Jナル

ナレンゲを手持示3;とLて監瑞のX'oごCO】をH

Clで涼宅するのである｡ この方藍はJと好1.韓果Jr与えるが B娼0

-を湘 Ll_くてほならねことが取'･Jでもろと思われろ｡I

.'Jこの切 /,.- 71ノーJL･フタレンi/指′宍BE:とし

て Eh(OH)三でJJl和し,a:いて T3d:02を加えて行くと C 点3-

では十こし時糊をおくと室?.小の COEに上って功.色が狩失するが C点
を担十と泊x.叛くf=ろのでこのことに

上って17LP烏とではあるがC.Hの見当カ:つく｡し
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色女盈す る｡これ(._比.塩によってIt'性では幼凋巴の

0
0 【l

- 4 X > 3,- を班- 恥 鮒 取 れ
0 "
U

は赤色粁 性の地 域

0 0

o u u 0

ヽ/＼-0-1b-O-/＼/

∧ r H o■へ 人11 0
0 0

に妊7D｡SO/′な加えるとJlnSO一がitl岐沈瀬するた
r)lh 塩の銑鋼巴が那x_ろがこ)Lは SO/′相打の旺

応である｡r･+I/ン慨 ソ-〆はilt:D1%F,lHのものを

025,''/水荊派として帆If]した｡

lNnOH-LiAC】!旺 (Dでも :<AOI(-)i.1(ゝOL)!淡

⑳ でもyAOH で中和した萩にt･ナ ノ/欣y-Tを

加えると苅純色を皇するがこれにLh塩を加えて庁く
と C .-W ia{･赤交する｡しかしこの郷色はヤIt一不y)

取である｡884ltl,淵 L=加えてこれを llgiO一で逆

淋 三して赤色から天巴に空ろのを見ろ方がやや柵 で
ある｡この方法ではじめのtJl和で Jナ Jt･ナL･ンヂが加

えてあるとt･f･/ンd14と色が双tI令うので正也がふ

とめにくい｡手放はかかるがt･ヂyy放y11を外帯
珊売買として川うちか,又は破瓜近くで･ほは武男もF司
坪に誘下してn71す1=色の射 出Ⅷ にわから｡

(A) LhtrOH r LZ三SOl淡 Jia

この})概では前述の如く脚 Et文化か JJD'LD山lく

Lrt 一甘

JJ. iZ: HtSOJ II･T(OI

(かさAOJ1-1bC】2 8】32 51∋･3

e)y'且0日-Till(lTiOJl 808Z O50

⑧ >'Z)OH-]'b(hTOJ亡 828】 aE)/

⑳ BA(OH)｢ .T:LLPOl 8LT5 735

① Bq(OJl)rtriSO1 7725 237

① Bz)(OJ･7r-KギrOJ 8日8 7all
食 止 r976 8:●5

HP の世は (11汚01-1Ⅰ).-OJ を 】coオ･ら糾L:た

班である｡

rT 捻 ti

況Rの遠大分析法として上配六つの方法を稚..dした

抜凪 ①,C の方法が泉も見好であった｡ナ1=わちま

づ Z(8011で中和して全船 を淡め.次いでt,fyン

赦y-Tを加えてB且Ct!か rh(.T(OJ=で首i!Lrろの

である｡この方内証指示翼としても斉S!ru来ろが拝見

淡加 二桁凶漢でみろので外榊 ,I;韻として岨和すろ

なってC..ユ/_/求め1ヨなかつたが.伽 の少い榊
の砂 含L･ヂyンetリー′を加えると也,⑳ と伺輔の

f仰 せ7E化を元.し,C点は｡f yンdlJ<ICr▲の棚 1
秒 ;輪と白色になろことに上り柵 に沈めることが山

東た｡しかしC瓜肘近では H占01涼加技1-2分
間は附 TCを赦 し肝T,2分筏になってはL:めて洗
沿いた幽 :mらLLた.鵬 の多い況J仕では耶 脱
党の映鰍'.t･ヂ′ンrlソーダを加えTJLJ8合とR)tAで
あってC Ill.な求めろことがZ山楽なかったし又色の文
化も非巴から朗色に耽るo)で折不断弘tであったD
(5) .Ti爪OH-1'b(:(OJ'沈 ⑳

この)'JtEではPb''の肺 を DLLhlLOnP JPhelIyL

.り /IJll 叩 .CdH8
LlllOCLlrbnとOrl)CトS で誹)べ川まC爪

＼N-ド･C.H血
が決k'Ju来ると心われら｡Pb-はCN'合才Tの崩TJL,
カー性の軒凍'CCC】一軒凍'D色がjIて色とT=l),こLLは
C-111

N-N＼
C- ら- PbJ_.･3L:{ろためで･あろがCCllや KCX

＼x-=>-/

ilTi
I._/仕Jllせ柑まならぬので策JIJl=ほならねと腰われちの

でi47>てむらの｡

(6) 拙 4!7)一円

二組のi王はtにつき上巳六つの方山 こ狂って赦 した

括り!の一例をもげろ｡心 注,① ('i他等雌 の併発
-eもろ｡
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五･,又IiJi.'L近くなつてから指示顎を流T-して色の文

化を見ろのがよいと且わiLろ｡

抵勺に本実汝に恋し件肋 の比和かこついて付

文を与えられた工交分析化学動孟甲 田r:攻に畔く軸
rllL上げろ.L'rTlqR汝3)FF女は文F,'8科千才村 に叩

いたことを肘妃LaSmの富をTLbT.
文 kt

I) -1lblter llrld lくogt･El.Z JIZTOrg nllgem

Cherz).1飴,60----71(l棚)

2) CoTVZLエ1Cr CA,7.Ⅰ338(Z9Z恥
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エ森 火 兼 協 会 怒 gll7番 弟 く号3) Sdヽleh CA 34,ⅠSSO(1919) 8) K 点men C.1,33,3927(19叫)

･･) 虫J3矩三BIR キ)柁化学策Jiは (q722)p271 9) Pntter
SOnI.Sq Chc.'TI Ind.41,4nR5) Telle CZ 1906,[.277

(922).6) Laコgb▲rL Z AngcttChcm.13,1227 叩) 内暮多幸夫7F lla式茄lこ快も分析法 (L123)

(Z920)

p32).7) FlhCh ZSS,7,)13,337【】912) lZ)_MJl,p 】<9･

SuccessneArLalysisofMIXedAcld

ByKelhoMa

mbaTosttldrthesu∝鰯 )ヽeAnal)5ISDEmlZet1.1亡】ds.condt

.ctoTnetrTWZtS.叩plled丘TS一torteLerTTnde一〇tLltaC也ll)b)alb1L.llldthentokt101TtheqtlatlLltyく〉foneco

mponetlt,eJtherslllphurlCOrZlltrLCaCLd,byprcclpZLatLOtlatlalヽ5LS TheexperlTne
TLLJlllh 一.1llAStJ決dto c､LLhZLLtCLtrllndLCaLOrapPl】cablcfordollbletltratLOi】 ASt

here3mltL,g峨 laccllraCylrASObtaLnedbythemcthd lo丘J=dtotaltl亡･dlt)bynatrlumhytlrox･deJlnd

ql】TLntltlOEsulfllr


